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【概要 】学習情報 デ
ー

タ ベ
ー

ス を活用 す る こ と で 、検索 者が カ リキ ュ ラ ム に基づ く教 育資 料

を容易に 入手可 能とす る 。 す なわ ち、学 習指 導要領の 内容を基 に 学習項 目を分析 し、分析 し

た項 目ご と に 教 材 、実践 資料、学習 プ リ ン ト、評 価資料等 をパ ッ ケ
ージ化す る こ とで 、

一

括 して 検索可 能 と し、多様 な検討資料 を提 供す る 。

【キーワ ー ド】情 報教育、情報検索 、デ
ー

タベ
ー

ス 、教 材研 究

1 ．は じめ に

　近年の 学校教育に お ける イ ン ダ
ーネ ッ ト等

の 普及は 、 教 師の 教 材研究 にお け る情報収集

にお い て も活用 さ れ は じめ て い る 。 理 科教 育

に お い て も素 材 ・教材 ・指 導 資料 等 が 多数

web ］；に 公 開 されて い る が 、その 検索 に はサ

ー
チ ェ ン ジ を 活用 した索引詒 に よる検索が

．

般 的 とな っ て い る 。
こ の ため 吉田健 ら は学 習

内 容か ら検 索 を可 能 とす る 教材 デ ータ ベ ー・ス

の 開発 を 行 っ て い る 。

中

．
駆

鱇

指

評

…
鰍

騨

　

問

．
酬

ト

オ

汐

、
覇

ナ

膿廂囎

者索検

齢鰰囎輜

舞
皿

黝

歸

7

　’
麟　

　
　

　
　丶

　

　
　
燃

飛・・

翻

匸

セ

縣憾

嚇「

「
者

肇

、

索

鮃齢弧 1
（図 1 ）索引検索 と学習項 目検索の ち が い

学習内容 に基づ く教育情報の 管理 は適確 に教

師等が 必 要 とす る情報を入 手す る ため に 基盤

とな っ て い る考え方で ある が 、 次へ の 点 へ の

配慮が 重要 とな る と考えて い る 。

（1）学習 項 冂 コ
ー一

ド等に よ る 学習 内容の 整 理

　　と共同利川

（2 ）素材 ・教材 ・指導資料等の パ ッ ケ
ージ 化

　す なわ ち、各教 師 等 に よ る 実践 資 料 を まと

ま りで 管理 し、学習項 目か ら検 索 口J能 とす る

こ と で 、H 的の 教育情報の 容易な 人 手を支援

可能 と な る と考 える 。

　そ こ で 、本報 告で は、各地教 育 セ ン タ
…等

で 、共 通 に 利 用可能 な学 習 コ
・一

ドを提案 す る

と と もに 、 パ ッ ケ
ー．一

ジ化に よる 教 育情報 の デ

ー
タベ ー

ス 化の コ ン セ プ トを示 す 。

2 ．学習 項 目 コ
ー ドの 開発

　 学習 項 目は学 習指 導要領 の 内 容 に 分解 し、

体系 と して 管理 可能 な よ うに コ
t．一

ドを付記 し

て い る。 さ らに 、各学習項 目に は 索 引語 か ら

も検索 で きる よ う索 引語 を登 録 し た 。 （表 1）
／？ ］ ca 〕 Olb ） 表 1 学習項 目の コ ー ド表
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　学習項 目 コ
ー

ドを活用 する こ とで 、教 師等

は授業を想定 して検索で きる 。 また 、教科 書

に よ っ て 学習項 目の 順番 が 違 っ た場 合 は 別

に 用 意す る単 元
一覧 表 か らの 検 索 に 対 応 で

きる し 、 個人等で 持 っ て い る素材 ・教 材 ・指

導資料等 もデ
ー

タ ベ ー ス に 入力す る こ と も

容易 に な る 。 （図 2 ）
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（図 2）キー
ワ

ー ドか ら学習項 目が検索

3 ．教育情報の パ ッ ケ ージ化

　学習項 目分 析 ・分類 した後 、素材 ・教 材 ・

指導資料等
・
実験 の 方 法 や準備物 ・学習 プ リ

ン ト ・評価問 題 な ど を学習項 目ご とに 、関連

付 けて パ ッ ケ
ー

ジ化す る こ と で 、 検索 者は 必

要 なデ
ー

タ を
一
括 して 検索で きる 。 （図 3 ）。

　そ して 、 検索 され た資料 （素材 ・教材 ・指

導資料等に分 か れて 表示 ）か ら、必 要 な デ
ー

タ を取 り出す 。

（図 3 ）学習項 目に 関連 した資料 一
覧

）

4．お わ り に

　教育情 報デ
ータ ベ ース の 活用 に よ り 、 授業

に必 要 な情報 をパ ッ ケ
ー

ジ化 し 、 ま とま りと

し て 取 り出すこ とを可 能 と した。今後は デ
ー

タ ベ
ー

ス の 情報 量 を増 や す必 要が あ る 。 そ こ

で 、 各 自で デ
ー

タ を増や して い くと ともに、

他の デ
ー

タ ベ ー
ス と同 じ学習項 目 （コ

ー ド）

で 連携 させ 、 相互 利用 を可 能 とす る ネ ッ トワ

ー
ク化 も重要 とな る と考 え る 。 （図 4）

（図 4 ）デ ー
タ ベ ース の ネ ッ トワ

ー
ク化

　検索 者が学習項 目で デ ータ ベ
ー

ス に ア ク セ

ス す る こ とで 、 同 じ項 目で 登録 さ れ て い る他

の デ
ー

タ ベ
ー

ス と もつ な が り、検索で きれ ば 、

情報量 も増 える
。

　そ の ため に も互 い の 情 報 が 同 じ学 習項 目で

連携 させ る必要が ある 。 そ こ で 、全 国 で 共通

す る こ と の で きる学習指導要領 の 学 習項 目に

よ っ て 分析 し 、 共同利用 を 目指 した い
。
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